
「新しい東北」復興ノウハウ講演会

陸前高田しみんエネルギー株式会社
代表取締役大林孝典



2003 大学在学中、サークル活動での

訪問を機に陸前高田が「第二の故郷」に。

2007  （独）国際協力機構（JICA）入構

2012 JICAタンザニア事務所駐在

2015 陸前高田市に移住、市職員に。

2018 陸前高田しみんエネルギー㈱の
              立上げに市担当として携わる。

2021 プレイヤーとして引き続き地域
活性化に携わるべく、市役所を”卒業”。

自己紹介①

2021.4- 陸前高田しみんエネルギー㈱で、
エネルギーの地産地消を通じた地域づくり

2021.4- 新たな産業化を目指して
ピーカンナッツの試験栽培にも挑戦中

公務員 民間企業



【陸前高田市】加速する人口減少・高齢化、噴出する地域課題

・人口：23,298

・高齢化率：34.9

・事業所数：1,280

・人口：19,758

・高齢化率：36.6

・事業所数：755

・人口：8,313

・高齢化率：51.6

・事業所数： ???

・・・

地域経済縮小による飲食店等の撤退、農業・漁業の担い手減少、伝統・文化の存続危機…



注）消費＝民間消費＋一般政府消費、投資＝総固定資本形成（公的・民間）＋在庫純増（公的・民間） 4

注） 石炭・原油・天然ガスは、本データ
ベースでは鉱業部門に含まれる。

注） エネルギー代金は、プラスは流出、マ
イナスは流入を意味する。
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（投資の約0.1％）

約2億円

民間投資の流入：

水産業、林業、製材・木製品

所得の獲得：

（消費の約9.5％）

約204億円

民間消費の流出：

1,443

-2,822

2,162

その他所得（235億円）

雇用者所得（548億円）

陸前高田市総生産（/総所得/総支出）783億円【2013年】
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エネルギー代金の流出：

約54億円 （GRPの約6.9％）

石炭・原油・天然ガス：約8億円

石油・石炭製品：約35億円

電気：約10億円

ガス・熱供給：約1億円

より良い復興に向けて ～エネルギーの地産地消の取組



陸前高田しみんエネルギー㈱ 会社概要

【設立経緯】陸前高田市では、東日本大震災の経験から、再生可能エネルギーの活用による
災害時の電力確保や、エネルギーの地産地消による地域内経済循環について検討を行ってき
ました。全国で地域電力の設立・支援を行っているワタミエナジー㈱の協力により、2019年
6月に市の出資も得て会社設立に至りました。

⚫社名 ：陸前高田しみんエネルギー株式会社

⚫所在地：岩手県陸前高田市横田町字志田実3-1

⚫創立 ：2019年6月19日

⚫株主 ：㈱クールトラスト ３５％

㈱長谷川建設 ３５％

陸前高田市 １０％

ワタミオーガニックランド㈱ ５％

小出浩平 ５％

大林孝典 ５％

有限会社小林電設 ２．５％

村上製材所 ２．５％

⚫代表取締役：大林孝典

⚫契約電力（2025年7月現在）：7,093kW

⚫事業内容・電力小売事業

                  ・再生可能エネルギー導入促進事業

・地域活性化に資する事業

⚫ 社員数：２１名
5



陸前高田しみんエネルギー
【展望】地域の行政・企業・団体・金融機関等による地域会社

大手電力

公共施設、地域企業、市民

電源

海外へ

市外へ

市内の再生可能エネルギー 電力卸売市場等

公共施設、地域事業者、
市民、思民等

地域づくり活動

【例】障がい者支援、文化・ｽﾎﾟｰﾂ
振興、農林水産物ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化支援、
木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用促進、起業家育成

etc.

利益を
地域還元

電気の流れ

安価な
電気

意思ある
お金

【現状】電気料金として払った
お金のほぼ全てが市外へ流出

【目指す姿】地域内経済循環、市内の再エネ推進、
電力を通じて地域づくり活動をみんなで支える仕組みづくり

お金の流れ

市内エリア

支え合いのプラットフォームとしての「しみんエネルギー」

より良い復興に向けて ～エネルギーの地産地消の取組



●子育てや若者の進学を
みんなで支える仕組みづくり

●地域の足となるグリーンスロー
モビリティ（愛称：モビタ）の運営

陸前高田しみんエネルギーの「地域づくり活動」



陸前高田市脱炭素先行地域
事業スキーム

脱炭素先行地域としての将来ビジョン（参考：第４回応募時点）



「陸前高田思民」
しみん

 ・市出身者
 ・ふるさと納税寄附者
 ・復興支援参加者
 ・連携協力企業
 ・市SNSフォロワー
   etc.

地域づくり活動

陸前高田
しみんエネルギー

電気
+α

電気
料金

支援

報告

収益を
地域還元

陸前高田の強みは、全国との絆。この仲間とのつながりの力も、地域の支
え合い（共助）に生かしたい！（今後の挑戦）

より良い復興に向けて～関係人口の可視化・コミュニティ化



ご清聴ありがとうございました。


	タイトルなしのセクション
	スライド 1: 「新しい東北」復興ノウハウ講演会
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 陸前高田しみんエネルギー㈱　会社概要
	スライド 6: 支え合いのプラットフォームとしての「しみんエネルギー」
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10


